
①事業場所

②伐採予定面積

③搬出予定材積

①建築物の種類 幼保連携型認定こども園

②建築物の名称 （仮称）東近江市立永源寺幼児園

③建築場所 東近江市上二俣町２４番地

④建築物の構造・規模（計画）

（４）協定締結による木材の流れ

箕川町地先(大山谷）１１．５ha

箕川町地先(大山谷）約９２０㎥

原木ベースで約２３０㎥の公社材を使用

別紙

※木材は、木材流通センター及び国道４２１号沿いの土場（黄和田町地先）に貯木し、仕分
  け後トラックへ積込みを行う。

　　●東近江市が令和元年度に計画している公共建築物

⑤その他 ＣＬＴ工法をはじめとした構造材等に活用

木造及び鉄骨造　延べ床面積１６８９１．８６㎡

（１）目的

（２）協定の概要

　　●造林公社が東近江市内で令和元年度に計画している伐採

東近江市杠葉尾町地先(仙香）及び箕川町地先（大山谷）

杠葉尾町地先(仙香）１０．０ha

杠葉尾町地先(仙香）約４００㎥

「滋賀県造林公社の供給する木材の利用促進に関する協定」の概要

　東近江市と一般社団法人滋賀県造林公社（以下「造林公社」という。）が連携し、造林公社材（以下「公
社材」という。）の供給及び利用を通じて、森林の適正な整備を促進するとともに、林業及び木材産業の
活性化に貢献する。

・東近江市は施設の整備に当たり公社材の利用に努め、造林公社は必要に応じて公社材の供給に
  努める。
・両者は、公社材の供給及び利用のために必要な情報の共有を行う。
・滋賀県は、これらの活動が適切に実施できるよう指導及び助言を行う。

（３）今回の利用事例


